
説明会質疑応答内容

No. 質問内容 質問回答

1 計画書、実施書を作成するタイミングを教えてほしい。
計画書は、発注者との契約時および発注者から指示があったときになります。実施書は、
工事完了時に発注者から指示があったときになります。

2 計画書の登録内容に変更があった場合は、必ず変更しないといけないのか。 発注者に確認をお願いします。

3 計画書の段階では、（搬出、搬入など）どこまで入力すればよいか その時点でわかる範囲での入力にはなりますが、発注機関にも確認してください。

4
計画書で「類似工事のデータを活用し、計画書を作成する」から計画書を作成した場合、工
事番号は、（計画書と）同様の番号になるのか、異なるのか。

新しい工事番号が発行されます。

5 債務負担工事とは何ですか。また、工事種類に該当する選択肢がなく選びずらい。
債務負担工事は、予め次年度以降の予算を確保したうえで発注する工事です。東京都発
注工事では複数年度にまたがる工事についても同様の操作となる場合もあるのでご注意
ください。また、工事種別は近いものを選択し、発注者へご確認ください。

6
公共工事で、発注者に実施書を提出後、債務負担工事に修正して欲しいと連絡があった場
合の修正は、どのように行えばよいか。

債務負担工事は計画書からの修正が必要になるため、一旦実施書を削除し、計画書を（債
務負担工事に）修正してから、もう一度実施書の作成をお願いします。ただし、削除した場
合は元に戻すことができないため、提出済みの実施書は発注者に削除することを連絡す
るなど注意をお願いします。

7
企業情報の工事責任者、管理技術者欄のメールアドレスが、発注者から問い合わせのあっ
た場合に連絡内容を受信するメールアドレスとなるか。その場合、工事責任者等にしか
メールが受信できないので、連絡がとれやすいメールアドレスに変更してよいか。

発注者から問い合わせのあった場合に、連絡内容を受信するメールアドレスになります。
連絡の取りやすいメールアドレスに変更していただいて問題ありません。

8 工事種類で、公園と道路と一体の工事があり、この場合どちらを選択すればよいか。 発注者に確認し、主要な工事種類で選択をお願いします。

9
工事概要の工事種類で、電気通信工事はどれか該当するのか。無い場合は、その他や自由
に記入できる選択が欲しい。

発注者に確認し、該当に近い工事種類で選択をお願いします。

10 入力項目で、電子マニフェストと違う品目はあるのか、その場合どのように入力するか。
コブリス・プラスに該当品目が無い場合は、その他として入力してください。入力が必要か
は、発注者に確認をお願いします。

11
現場外搬出情報の施工条件の選択肢である「指定利用等A」「指定利用等B」の違いは何
か。

発注時の指定の有無の違いであり、指定があった場合は「指定利用等A」を、指定がなくそ
の後に設計変更などで指定された場合は「指定利用等B」となります。

12
施設利用を探すメニュー画面では、特定の会社を検索することはできないか。また、検索
した条件は、計画書に反映することはできないか。

特定の会社を検索することはできませんので、絞り込み条件を活用してください。計画書
に反映することもできません。

13 中間処理施設から最終処分場に搬出したものは、どこに入力すればよいか。

中間処理施設から最終処分場に搬出したものはコブリス・プラスに入力欄はありません。
（最初の搬出先となる、中間処理施設までの入力となります。）
なお、中間処理施設、もしくは直接最終処分場に搬出したものは、コブリス・プラスにて入
力します。

14
実施書で、請負金額のうち特定建設資材廃棄物の再資源化等に要した費用は、どこから
算出されるのか

処理施設へ運搬した費用など、実際かかった費用から算出してください。

15 現場掲示用（様式）はどこからダウンロードできるか。 計画書を発注者に提出後の画面から、ダウンロードすることができます。

16 旧コブリスの登録証明書の発行は、コブリス・プラスではどのように発行できるか。
コブリス・プラスでは、コブリス・プラス登録済確認書と名前が変更され、計画書など提出
後にダウンロードすることができます。

17
提出済みの古い計画書は、消すことはできないのか。表示の絞りこみをしないと、多くの
計画書が表示される。

計画書を削除してしまうと発注者も確認ができなくなります。削除せず、絞り込み等で該
当の計画書を探すようにお願いします。

18
旧コブリスでは、修正が必要な工事がメニュー画面で表記されていたが、コブリス・プラス
では表記されないのか。また、メニュー画面で表示されている緑の数字は何をあらわして
いるか。

コブリス・プラスでは、計画書を確認（データチェック）することで修正が必要な箇所を確認
することが可能です。メニュー画面の緑の数字は、現在該当する数を表しています。


